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代替業務の手引き
自社の管理台帳または入力用記録メモ用紙を使用したシステム停止時の代替業務の手引き

荷姿作成
自動車リサイクルシステムが停止した場合でも、荷姿を作成することは通常通り実施することが可能です。
電子マニフェストシステムを利用した荷姿作成については、システム復旧後に実施して下さい。
作業内容は、自社で使用している管理台帳または入力用記録メモ用紙に一時記録し、それを参照しつつシ
ステム復旧後に改めてシステムに入力して下さい。
記録する項目については、以下の通りです。

– フロン類指定引取場所の事業所コード、または名称
– ボンベ番号
– フロン類種別 ： 「CFC」、「HFC」から選択
– 車台番号

フロン類の回収（都度入力）
自動車リサイクルシステムが停止した場合でも、フロン類回収を通常通り実施することが可能です。
電子マニフェストシステムを利用した都度入力については、システム復旧後に実施して下さい。
作業内容は、自社で使用している管理台帳または入力用記録メモ用紙に一時記録し、それを参照しつつシ
ステム復旧後に改めてシステムに入力して下さい。
記録する項目については、以下の通りです。

– フロン類指定引取場所の事業所コード、または名称
– ボンベ番号
– フロン類種別 ： 「CFC」、「HFC」から選択
– 車台番号

回収拠点から発送拠点への回収連絡
自動車リサイクルシステムが停止した場合でも、回収したフロン類の発送拠点への引渡は通常通り実施す
ることが可能です。その際、自動車リサイクルシステムの停止前に充填されたフロンに関する車台番号や荷
姿ID等の情報が必要となります。
電子マニフェストシステムを利用した回収連絡については、システム復旧後に実施して下さい。
回収連絡の内容は、自社で使用している管理台帳または入力用記録メモ用紙に一時記録し、それを参照し
つつシステム復旧後に改めてシステムに入力して下さい。
記録する項目については、以下の通りです。

– 発送拠点の事業所コード、または名称
– ボンベ番号
– フロン類種別 ： 「CFC」、「HFC」から選択
– 回収日
– 車台番号
– 荷姿ID
※回収拠点からの空ボンベ等の引取の実作業は通常通り実施することが可能です。

発送拠点からフロン類指定引取場所への引渡報告

自動車リサイクルシステムが停止した場合でも、回収拠点から発送されたフロン類の指定引取場所への引

渡は通常通り実施することが可能です。

電子マニフェストシステムを利用した引渡報告については、システム復旧後に実施して下さい。

作業内容は、自社で使用している管理台帳または入力用記録用紙に一時記録、それを参照しつつシステム

復旧後に改めてシステムに入力して下さい。

記録する項目については、以下の通りです。

– フロン類指定引取場所の事業所コード、または名称

– ボンベ・パレット番号

– フロン類種別 ： 「CFC」、「HFC」、「CFC/HFC」から選択
– 回収連絡日

– 回収連絡元事業者名／事業所名

– 対象荷姿ID
– ボンベ番号



入力用記録メモ用紙　【フロン（回収拠点）版】

引渡日：　　　　　　　年　　　月　　　日 記入者：

引渡元(前工程)事業所コード

引渡元(前工程)事業所名称

引
渡
情
報

▼再利用連絡のみの場合｢ボンベ・パレット番号｣「引渡先事業所コード」は不要です

発送するボンベ番号

発送するフロン類種別

引渡先(後工程)事業所コード

引渡先(後工程)事業所名称

※引渡報告を行なう車台について対象選択欄に○を記入して下さい。

備考

No 車台番号 フロン類
車種クラス

車名

１

２

３

４

５

フロン類
種別

CFC HFC

回収日



入力用記録メモ用紙　【フロン(発送拠点)版】

処理日：　　　　　　　年　　　月　　　日 記入者：

ボンベ・パレット発送区分

引
渡
情
報

発送するボンベ・パレット番号

発送するフロン類種別

引渡先(後工程)事業所コード

引渡先(後工程)事業所名称

※引渡報告を行なう車台について対象選択欄に○を記入して下さい。
▼｢荷姿ID｣はシステム復旧後にメーカー指定引取場所が発送拠点に連絡して記述します

備考

発送拠点経由

No 回収連絡日 回収連絡元事業者名/事業所名 荷姿ID

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

CFC HFC CFC/HFCをパレットに同梱

ボンベ番号 フロン類種別

１４

１５




